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①

認可 認可 認可

5回 3回変更(1) 3回変更(2)

認可 認可 認可 認可 認可

1回 3回 4回 6回2回

本体施設の特重設との
接続部分の認可

工事計画変更
※ＲＣＣＶ関連設備と記載の適正化

第2回：原子炉建屋、原子炉格納施設
原子炉遮へい

第3回：補助遮へい（主建屋）

【確認事項4】

①：新検査対応及びＳＡ設備の追加等は分割申請第１回～第６回の変更、特重設は分割申請第７回の追加としたいが問題ないか。

②：現状のSA申請（分割申請第７回）の取り下げと、SAの再申請（分割申請第１回～第６回に溶け込ませ）は同時に行いたいが問題ないか。

③：同じ分割申請回の変更について、着手したい工事に合わせて段階的に申請し、認可を受けることで問題ないか。

④：同じ分割申請回の変更について、相互の認可内容に影響がない場合は、期間をラップさせることは可能か。

⑤：複数の分割の変更申請について、相互の認可内容に影響がない場合は、同時期にまとめて申請しても問題ないか。その場合、同時期の認可となるのか、各々個別の認可となるのか。

⑥：主要施設の変更（例では第６回）と特重設の追加（第７回）は、 相互の認可内容に影響がない場合は、並行して審査いただくことは可能か。

⑦：大間は 「設置の工事」 として一括りの認可を受けて工事に着手していることから、今後の変更申請を含め 「設置の工事」一括りの認可となるか。

⑧：今後の変更申請を含め 「設置の工事」 として一括りの認可として扱うとした場合、新炉規法附則第７条（使用前検査はなお従前の例による）を適用し、使用前検査を実施いただく範囲
は全ての範囲か。

⑨：大間は現状、保安規定がなく、新炉規制法附則第10条の適用を受けないが、保安規定＋設工認の認可までの間は、経過措置として従前の溶検を使用前事業者検査と見做し実施し
ていくことで問題ないか。

⑩：大間に限定せず、例えば既認可の工認を2020年4月以降、変更の工認を経て、異なる設計の設備を設置する場合も、工事に着手しているとして、使用前検査の対象となるか。

⑪：⑩の場合（使用前検査を「なお従前の例」により、そのまま継続して受験したい場合）、変更工認に追加する工事の方法や品質管理の方法は、使用前検査の受検を前提とした内容（使
用前事業者検査の記載や独立性の記載はしない 等）とするなどし、2020年4月以前と同じ体制、品質管理で工事を実施することは問題ないか。
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工事計画申請（分割申請）
第1回：補助遮へい（サービス建屋）
第2回：原子炉建屋、原子炉格納施設

原子炉遮へい、給水処理設備
第3回：原子炉冷却系統施設、廃棄施設、補助遮へい（主建屋）
第4回：原子炉圧力容器、原子炉格納容器安全設備、蒸気タービン
第5回：常用電源設備
第6回：計測制御系統設備、燃料設備、非常用電源設備、

固廃庫、補助遮へい（ＭＯＸ保管庫）

工事計画変更（第3回に係るもの(1)）：復水給水系超音波流量計の設置
工事計画変更（第3回に係るもの(2)）：残留熱除去系主配管敷設ルートの変更
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③

工事計画変更
※新検査制度の施行に伴うもの

第1回～第6回：
工事の方法、
基本設計方針、
既認可設備の申請番号の読替え
（旧電事法別表→新炉規法別表）

工事計画申請（分割申請）【申請中】
第7回：火災防護設備、浸水防護施設、基本設計方針

取り下げ
②

7回

【確認事項10】

認可

6回変更(4)

認可

7回

工事計画申請（分割申請）
第7回：特定重大事故等対処施設

4回変更(3)

認可

6回変更(3)

認可

認可

3回変更(5)
工事計画変更
※ＲＣＣＶ関連設備以外のＳＡ設備等
第3回：原子炉冷却系統設備
第4回：原子炉圧力容器、原子炉格納容器安全設備
第6回：計測制御系統設備、燃料設備、非常用電源設備

【凡例】

：工事計画変更（主要施設）

：工事計画追加（特重設）

使用前事業者検査（溶検）溶接事業者検査

経過措置として従前の溶検を使用前事業者検査に見做し

着工 使用開始

工事

原子炉設置許可 新法施行後3ヶ月以内

保安規定

認可（新法施行後6ヶ月以内）

設置許可届出（本文11号）

工事計画変更
※新規制によって新たに要求される設備が出揃う時に申請する設備
第6回：火災防護設備、浸水防護施設（別表追加項目）

変更申請（既認可設備の申請番号の読替えを反映）

原子炉建屋
建物（地上階）工事再開

原子炉施設
各設備工事再開

使用前検査

申請
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